
●　保存活用会議の役割
　・国やユネスコ等との協議調整
　・資産の保存・管理や緩衝地帯整備の調整
　・来訪者受入れ環境整備や資産活用方策の支援
　・国内外へ向けた広域的な情報発信

●　市の役割
　・市域の資産の保存・管理及び
　　緩衝地帯や来訪者の受入環境の整備
　・古墳群の魅力発信や来訪促進に資する事業

●　府の役割
　　・誘客促進に関する取組み
　　・受入環境充実のための取組み
　　　（地元市の取組みへの支援等）

　　　　　　　　　　百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議
【構　成】府知事、堺市長、羽曳野市長、藤井寺市長

連携
○３つの専門部会（企画立案）を設置

百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議幹事会

保存活用会議・府・市の役割分担

百舌鳥・古市古墳群世界遺産協議会
【構　成】府知事、堺市長、羽曳野市長

藤井寺市長、宮内庁書陵部長

百舌鳥・古市古墳群世界遺産学術委員会
（資産及びその周辺環境の保存管理（HIAを含

む）及び整備に関する助言・報告）

報告指示
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モニタリング（経過観察）

体　制　図（案）

百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議の名称変更について （第24回百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議　資料1）

現行 変更後

名称
百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議

Conference Headquarters for the Promotion of Mozu-
Furuichi Kofungun for World Cultural Heritage Inscription

百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議

Mozu-Furuichi Kofun Group World Heritage 
Management Local Council

目的

百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産への登録を実現することによ
り、古墳群の保存・継承を図るとともに、歴史と文化を活かしたまち
づくりを推進するため、大阪府、堺市、羽曳野市及び藤井寺市が、
古墳群の世界文化遺産登録に必要な事項について協議し、一体と
なって取組みを行うことを目的とする。

世界遺産に登録された「百舌鳥・古市古墳群」を人類共通の財産と
して守り、後世へ伝えるとともに、歴史と文化を活かしたまちづくり
を推進するため、大阪府、堺市、羽曳野市及び藤井寺市が一体と
なって取組みを進めることを目的とする


